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2025 年度 
法政大学高等学校同窓会 総会のご案内

　2025 年度の同窓会総会を下記の通り開催いた
します。お忙しいこととは存じますが奮ってご参加
くださいますようご案内申し上げます。
　なお、ご参加を希望される方は同封のハガキで
6月13日（金）までにご返信くださいますようお願い
申し上げます。

記
1.　日　時　2025 年 7月5日（土）
　　　　　　11：00～ 13：30（受付 10：30～）
2.　場　所　法政大学市ヶ谷キャンパス内
　　　　　　富士見ゲート3階
　　　　　　カフェテリア「つどひ」
       　　　　〒102-8160　
　　　　　　東京都千代田区富士見 2-17-1
3.　会　費　6,000 円

以上

237 名が同窓会の会員に

　同窓会会員の皆様にはご
健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。
　今年も3 月8日に挙行された卒業式を終え
た 237 名の新会員第７７期生が同窓会に入
会いたしました。同窓会からは記念品として
同窓会ロゴ入りの「ステンレスボトル・マグカ
フェ」をお贈りしました。
　卒業式の前日には松浦校長先生、石川副
校長先生にもご出席いただいて各クラスより選
出された 12 名の同窓会クラス委員の方々に
福地組織拡充委員長が中心となって同窓会
活動について説明して今後の協力をお願いし
ました。
　同窓会は卒業生が生涯に渡って母校との
つながりを意識させるコミュニティです。
　会員には自由と進歩の校風と自主自律を育
む教育理念のもとに学ばれた法政中学・商
業高校（1936 年創立）、法政大学第一中
学校・高等学校（1948 年開設）、そして法
政大学中学高等学校（2007 年開校）を卒
業して多種多様な分野で活躍している卒業
生がいます。

鈴掛祭で活躍する卒業生をアピール

昨年の鈴掛祭に初めて「活躍する卒業生」
と題する同窓会ブースを出させていただきまし
た。当初の誰も来ないのではという冷ややかな
予想を覆して在校生をはじめ保護者の方や受
験の下見を兼ねたご家族連れなど多くの方々
が入れ代わり立ち代わり訪れていただき、説明

が追い付かない時もありました。
業種、業態を問わずいろいろなジャンルで

活躍している卒業生の存在を知る事は母校
のステータスを高め、支援にもつながると思い
ます。

今年も同窓会ブースでより多くの卒業生を紹
介する予定です。こんな方が、あんな人がな
ど紹介したい方がいらっしゃいましたら自薦他
薦を問わず是非お知らせください。

松浦校長先生がご退任！
植月先生が新校長にご就任！

松浦校長先生が 3 月31日をもって退任され
ました。2021 年 4 月に就任されて以来取り組
んでこられた生徒と教師と保護者の三者が対
等の立場で課題に向きあう三者協議会は制服
や食堂、スマホ利用など身近で大切な課題に
ついて議論して成果を導き出し、法政大学の
第 6 回「自由を生き抜く実践知大賞」の「自
立した市民賞」を受賞するなど生徒たちに自
信と勇気を与えてこられました。

また共学校における同窓会の理念として
「性差を超えた活動」とのアドバイスをいただ
くなど４年間のご功労に改めて感謝と御礼を申
し上げます。

新校長には植月文隆先生が就任されまし
た。保健体育の教鞭をとられ野球部の監督そ
して顧問として部員たちを指導もされてこられま
したが、今後は同窓会名誉会長にご就任い
ただきますので、お力添えを賜りますよう宜しく
お願いいたします。

同窓との交流促進、大学校友会にも参加

法政高校同窓会ではゴルフ大会を毎年 2 月
に開催しておりますが、この他にも同窓生同士
の交流支援を促進したいと思っています。加え
て本校同窓会は法政大学校友会のパートナー
組織ですので校友会のイベントにも参加し、そ
の楽しさを感じていただければと思います。

盛り上がるのは三大イベントです。1 月に「オ
ール法政新年を祝う会」、 9 月に「オール法政
ゴルフ大会『総長杯』」、そして 10 月が「法
政大学全国卒業生の集い『福岡大会』」です。

さらに東京六大学野球の応援や卒業生が経
営するお店での優待サービス、校友会終身会
員向けの旅行やショッピングの割安プラン満載
の法政大学クラブオフ、大学の施設利用など、
参加しがいのある内容満載で、校友会のホー
ムページを検索していただければと思います。

法政大学校友会の運営にも貢献

大学校友会には今年も副会長に岡本眞司
同窓会副会長が、理事に高村嘉昭同窓会会
長が、代表議員に大貫光伸副会長が役員とし
て参画してオール法政の活動を推進するととも
に付属高校同窓会同士の連携にも尽力してい
ます。

さらに大学の卒業生理事には昨年に引き続
き33 期卒の長 裕章氏が就任し大学運営に力
を注がれています。

同窓会は今後も母校の支援と会員の皆様
の交流促進に努めてまいりますので、引き続き
ご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。

生涯続く母校との絆づくりに邁進！生涯続く母校との絆づくりに邁進！
同窓会会長　髙村 嘉昭（高校 18 期／１９６６年卒）



自
由
な
校
風
の
中
で
培
わ
れ
た
自
治

　

１
９
７
１
年
９
月
法
政
一高
生
徒
会
執

行
部
は
、
制
服
自
由
化
に
あ
た
って
、
会

員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
問
題
が
生
じ

た
場
合
自
治
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。「
生
徒
と
父
母
と
教

師
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
意
見
交
換
に
よ

って
服
装
問
題
の
み
な
ら
ず
教
育
や
高
校

生
活
の
改
善
な
ど
の
面
で
理
解
を
深
め
て

い
こ
う
」と
新
聞
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

三
者
で
考
え
る
文
化
は
50
年
の
時
空
を

超
え
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
制
服
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
化
、
頭
髪
規
定
の
変
更
、
自
由
を

生
き
抜
く
実
践
知
大
賞
の「
自
立
し
た

市
民
賞
」を
受
賞
、
２
０
２
４
年
度
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
ル
ー
ル
改
定
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
。
２
０
２
５
年
２
月
第
１
回
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
き
、

D
iana K

hor

理
事
、
教
授
、
学
生
、
生

徒
、
保
護
者
、
教
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

を
行
い
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
の
価
値
を
学

び
ま
し
た
。
生
徒
は
時
代
に
沿
っ
た
ル
ー

ル
に
変
え
過
ご
し
や
す
い
学
校
に
し
た
い

と
未
来
志
向
で
す
。
対
話
力
、
声
を
あ

げ
る
人
を
一
人
に
し
な
い
連
帯
、
話
し
合

い
で
決
め
る
民
主
主
義
。
こ
れ
が
法
政

中
高
の
学
校
文
化
で
す
。

謙
虚
さ
と
境
界
線
の
学
び

　

今
法
政
大
学
付
属
校
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
職

員
は
多
種
多
様
な
業
界
で
ご
活
躍
の
同
窓

会
の
方
々
か
ら
謙
虚
さ
を
学
ぶ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
人
は
自
分
が
正
し
い
と
思
い
が

ち
で
す
し
、
A
I
に
よ
っ
て
自
分
好
み
の

情
報
の
中
に
い
ま
す
。
卒
業
生
と
の
偶
然

の
出
会
い
が
成
長
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月
三
者
協
議
会
、
P
T
A

新
年
懇
親
会
に
お
い
て
３
名
の
卒
業
生
の

ト
ー
ク
に
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
は
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
若
い
世
代
、

多
様
な
性
の
人
と
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
・
境
界

線
の
学
び
あ
い
に
よ
っ
て
同
窓
会
は
ま
す

ま
す
発
展
す
る
と
思
い
ま
す
。

「
老
い
を
生
き
抜
く
十
セ
ン
チ
」

　

こ
の
言
葉
は
同
窓
会
副
会
長
岡
本
眞

司
様
の
名
言
で
、
私
は
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作

り
た
い
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
。
十
セ
ン
チ

程
の
階
段
に
つ
ま
ず
い
て
老
い
と
闘
い
な
が

ら
、
法
政
を
愛
し
法
政
に
集
う
ユ
ー
モ
ア

の
精
神
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。
私
も
お
か

げ
様
で
校
長
職
の
任
期
を
終
え
ま
し
た
。

今
後
は
国
語
科
教
諭
と
し
て
生
徒
、
保

護
者
、
教
職
員
と
共
に
ハッ
ピ
ー
な
学
校

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
、皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。本
年
４
月

よ
り
校
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
植
月
と

申
し
ま
す
。ま
ず
初
め
に
、長
年
に
わ
た

り
本
校
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
度
、校
長
と
し
て
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
、大
変
光
栄
に
感
じ
て

お
り
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
責
任
の
重
大

さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。今
ま
で
築
い
て
き
た
伝
統
と
誇
り
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
つつ
、未
来
に
向
け

た
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
校
の
卒
業
生
で
あ
る
皆
さ
ま
は
、い

ず
れ
も
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
、母
校
の
誇

り
で
あ
り
、私
た
ち
の
教
育
活
動
に
と
っ

て
重
要
な
存
在
で
す
。皆
さ
ま
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、さ
ら
に

多
く
の
後
輩
た
ち
が
胸
を
張
って
社
会
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境
を
整
え

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、同
窓
会
の
皆
さ
ま
と
学
校
が
連

携
し
、互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。今
後
も
、同
窓
会
の
皆
さ
ま
と
の

交
流
を
深
め
、母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
に
、共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
が
初
め
て
本
校
に
着
任
し
た
当
時

は
、法
政
一
中
高
と
し
て
吉
祥
寺
東
町
に

校
舎
を
構
え
、徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に
土

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
し
た
。50
周
年

記
念
で
建
て
ら
れ
た
記
念
会
館
が
道
を

挟
ん
だ
向
か
い
に
あ
り
、そ
の
並
び
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
プ
ー
ル
。校
舎
の
地
下
に
は
食

堂
、点
在
し
た
教
科
の
研
修
室
、屋
上
に

は
ネ
ッ
ト
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、南
側
に
は

南
庭
が
あ
り
授
業
や
部
活
動
で
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
緑
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
男

女
共
学
と
し
て
19
年
目
、創
立
90
年
目
と

な
り
ま
す
。日
々
の
授
業
の
充
実
、生
徒

が
中
心
と
な
り
作
り
上
げ
る
行
事
、異
学

年
が
交
流
し
な
が
ら
取
り
組
む
部
活
動

な
ど
生
徒
が
主
人
公
の
学
校
で
あ
り
続

け
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、皆
さ
ま
に
い
つ

ま
で
も
愛
す
る
母
校
と
誇
り
に
思
って
頂

け
る
よ
う
に
教
職
員
一同
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

生
徒
、
保
護
者
、
教
員
三
者
で
学
び
合
い
、
歩
む
学
校

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
前
校
長
　
松
浦
麻
紀
子

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
へ
就
任
の
ご
挨
拶

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
校
長
　
植
月
文
隆
　

　

自
主
自
立
の
精
神
で
逞
し
く
成

長
し
た
卒
業
生
２
３
７
名
（
男
子
99

名
、
女
子
１
３
８
名
）
を
送
る
卒
業

式
が
本
校
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

松
浦
校
長
の
式
辞
、
法
政
大
学
か

ら
は
本
校
を
卒
業
さ
れ
た
福
岡
賢
昌

法
政
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
学

部
長
の
祝
辞
、
次
い
で
卒
業
証
書
の

授
与
、
松
尾
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
お
よ
び
高

村
同
窓
会
長
の
祝
辞
、
３
年
間
の
思

い
を
込
め
た
卒
業
生
代
表
の
答
辞
と

続
き
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
式

典
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。　

同
窓
会
員
に
な
ら
れ
た
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。
　
　
　
（
総
務
委
員
会
）

　

満
開
の
桜
が
青
空
に
映
え
る
中

で
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
入

生
２
３
８
名
（
男
子
98
名
、
女
子

１
４
０
名
）
の
入
学
式
が
本
校
体
育

館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

式
は
４
月
１
日
付
け
で
校
長
に
就

任
さ
れ
た
植
月
新
校
長
の
式
辞
で
始

ま
り
、
法
政
大
学
か
ら
は
尾
花
情
報

科
学
部
学
部
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
松
尾
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

お
よ
び
生
徒
会
会
長
の
祝
辞
、
新
入

生
代
表
か
ら
「
誓
い
の
言
葉
」
が
、

そ
の
後
に
担
任
の
教
諭
が
紹
介
さ
れ
、

最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
て
恙
な
く
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。（

総
務
委
員
会
）

 

２
０
２
５
年
度

２
０
２
５
年
度 

法
政
大
学
高
等
学
校

法
政
大
学
高
等
学
校 

入
学
式

入
学
式

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年
44
月月
５５
日（
土
）

日（
土
）

 

２
０
２
４
年
度

２
０
２
４
年
度 

法
政
大
学
高
等
学
校

法
政
大
学
高
等
学
校 

卒
業
式

卒
業
式

 

２
０
２
５
年

２
０
２
５
年
33
月月
８８
日（
土
）

日（
土
）

卒業生 237 名卒業生 237 名新入生 238 名　祝辞：植月新校長新入生 238 名　祝辞：植月新校長
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2024 年度 活動報告

2025 年度 活動計画

費 目 項 目 2024年度予算 2024年度決算 備   考
繰越金 2,070,832 2,070,832
会 費 3,910,000 3,897,000
（イ） 入  会  金 1,652,000 1,659,000 新卒業生入会金 7,000円×237名
（ロ） 新入会員年会費 708,000 711,000 新卒業生年会費 3,000円×237名
（ハ） 年会費・寄付金 1,250,000 1,042,000 既卒業生会員年会費・寄付金    
（ニ） その他会費 300,000 485,000 総会・付属高同窓会役員懇親会会費
雑収入 50,000 113,538 総会お祝い金,校友会業務代行手数料,グッズ売上,預金利息

6,030,832 6,081,370

費 目 項 目 2024年度予算 2024年度決算 備   考
経常費 1,050,000 1,091,347
（イ） 学校協力費 300,000 303,823 学校行事、部活動支援金、卒業記念品 等
（ロ） 会 議 費 50,000 57,160 会議諸費用
（ハ） 組織活動費 100,000 117,241 広告協賛費 等
（ニ） 印 刷 費 10,000 9,350 封筒印刷代
（ホ） 通 信 費 20,000 43,306 メール便代、郵便代
（ヘ） 人 件 費 540,000 540,000 事務局員手当
（ト） 事務用品費 10,000 10,935 諸事務用品費
（チ） 雑   費 20,000 9,532 振込手数料、慶弔費 等
事業費 2,950,000 3,617,912
（イ） 会報発行費 2,300,000 2,407,714 会報「進取」発行費
（ロ） ＨＰ費用 150,000 192,720 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、サポート保守、サイト運営管理費
（ハ） 総会等費用 300,000 817,478 総会・付属高同窓会役員懇親会費用
（二） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出

4,000,000 4,709,259
2,030,832 1,372,111
6,030,832 6,081,370合   計

財務委員会
収入の部                                （単位：円）

計

支出の部                                （単位：円）

計
次年度繰越金

費 目 項 目 2024年度実績 2025年度予算 備   考
繰越金 2,070,832 1,372,111
会 費 3,897,000 3,750,000
（イ） 入  会  金 1,659,000 1,505,000 新卒業生入会金 7,000円×215名
（ロ） 新入会員年会費 711,000 645,000 新卒業生年会費 3,000円×215名
（ハ） 年会費・寄付金 1,042,000 1,100,000 既卒業生会員年会費・寄付金    
（ニ） その他会費 485,000 500,000 総会費用
雑収入 113,538 100,000 総会お祝い金,校友会業務代行手数料,グッズ売上,預金利息

6,081,370 5,222,111

費 目 項 目 2024年度実績 2025年度予算 備   考
経常費 1,091,347 1,060,000
（イ） 学校協力費 303,823 300,000 学校行事、部活動支援金、卒業記念品 等
（ロ） 会 議 費 57,160 50,000 会議諸費用
（ハ） 組織活動費 117,241 100,000 広告協賛費 等
（ニ） 印 刷 費 9,350 10,000 封筒印刷代
（ホ） 通 信 費 43,306 40,000 メール便代、郵便代
（ヘ） 人 件 費 540,000 540,000 事務局員手当
（ト） 事務用品費 10,935 10,000 諸事務用品費
（チ） 雑   費 9,532 10,000 振込手数料、慶弔費 等
事業費 3,617,912 3,000,000
（イ） 会報発行費 2,407,714 2,000,000 会報「進取」発行費(発送3,000〜4,000部削減予定)
（ロ） ＨＰ費用 192,720 200,000 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料、サポート保守、サイト運営管理費
（ハ） 総会費用 817,478 500,000 総会費用
（二） 同窓会奨学金拠出金 200,000 200,000 法政大学LU募金へ同窓会奨学金拠出金として支出
（ホ） 同窓会補助金 0 100,000 同窓会同期会補助金（10組×10,000円）

4,709,259 4,060,000
1,372,111 1,162,111
6,081,370 5,222,111合   計

財務委員会
収入の部                                （単位：円）

計

支出の部                                （単位：円）

計
次年度繰越金

1. 役員会の実施
　（4/2，5/28，7/4，7/26，10/2，11/11，1/18，2/4）
2. 高校入学式に出席（4/6）
3. 法政大学校友会理事会に出席
　（6/29，9/24，1/25，3/18）
4. 校友会付属高校同窓会ブロック会議を開催
　（10/5，2/8）
5. 同窓会報「進取」第 49 号を発刊（5/10）
6. 同窓会総会を開催（7/6）
7. ラグビー部 OB・OG 会主催のラグビー祭に出席
　（7/21）
8. 鈴掛祭（中高文化祭）で初めて同窓会ブースを設置
　（9/21，9/22）
9. 全国卒業生の集い「秋田大会」に出席（10/26）

10. 役員・クラブ委員合同新年顔合わせ会を開催
　（1/18）
11. PTA 新年懇親会に出席 （1/25）
12. オール法政新年を祝う会に出席（1/26）
13. 第 10 回同窓会ゴルフ大会を開催（2/20）
14. 付属高校同窓会役員懇親会を幹事校として主催
　（3/1）
15. 新卒クラス委員説明会の実施（3/7）
16. 高校卒業式に出席 （3/8）

1. 役員会の定期開催
2. 同窓会総会の開催 （7/5 予定）
3. 同窓会報「進取」第 50 号の発刊 
　（5 月中を予定）
4. 第 11 回同窓会ゴルフ大会の開催
　（2026 年 2/19 予定）
5. 会報「進取」およびホームページの在り方検討
6. 校友会終身会員の増強
7. 母校との協力体制の強化
8. 法政大学校友会との協力体制の強化
9. 付属校同窓会との協力体制の強化

10. PTA との協力体制の強化
11.クラス委員、クラブ委員との連携強化
12.女子部会設立の検討

監査報告書
　2024 年度（2024 年 4 月1日～ 2025 年 3 月
31日）、同窓会収支決算書の会計監査を2025
年 4 月18日に実施しました。会計監査の結果、
業務の執行および決算書類、会計処理は適正
に実施されており、収支決算書は適正である
ことを認めます。

2025 年 4 月 18 日　

会計監査　　大野　祐司　　

会計監査　　金井　実　　　

2024 年度 会計報告（収支決算書 2024.4.1 ～ 2025.3.31）

2025 年度 予算　( 収支予算書 2025.4.1 ～ 2026.3.31）
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チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
会

男
子
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部部

音音  

楽楽  

部部

高
校
陸
上
部

高
校
陸
上
部

ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら
の

ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら
の

H
O
T
N
E
W
S

H
O
T
N
E
W
S

私
た
ち
「H

U
RRICA

N
ES

」

は
「
元
気
・
勇
気
・
笑
顔
」
を

合
言
葉
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に

感
動
を
届
け
ら
れ
よ
う
練
習
に

試
合
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。　
　

２
０
２
５
年
１
月
25
日
と
26

日
に
国
立
代
々
木
第
一
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
大
会

／
第
35
回
全
日
本
高
等
学
校
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
予
選
で
は
14
位
、
二

日
目
の
決
勝
で
は
23
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。
三
年
が
引
退
し
た
後

の
新
体
制
で
臨
ん
だ
大
会
だ
け
に

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
メ
ン
バ
ー

一
人
一
人
が
技
術
面
だ
け
で
は

な
く
精
神
面
で
も
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

中
高
生
80
名
余
が
協
力
し
て

活
動
し
て
い
る
伝
統
と
歴
史
の

あ
る
会
で
す
。

２
０
２
４
年
８
月
10
日
の
第

64
回
東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
東
日
本
組
に
出

演
し
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
金
賞
上
位
12
校
に
よ
る

「
第
24
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽

大
会
高
等
学
校
の
部
・
東
京
都

代
表
選
考
会
」
に
推
薦
さ
れ
８

月
16
日
の
大
会
で
優
秀
賞
を
獲

今
年
も
東
京
都
ベ
ス
ト
32

を
目
標
に
基
礎
を
大
切
に
、
守

り
勝
つ
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

１
月
26
日
に
行
わ
れ
た
東

京
六
大
学
付
属
高
校
四
校
交
流

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
の
ル
ー
ツ
は
、
二
十
年
以

上
前
に
開
催
し
て
い
た
東
京
六

大
学
付
属
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

―
ル
大
会
で
、
途
絶
え
て
し

ま
っ
て
い
た
交
流
の
場
を
、
二

年
前
に
久
し
ぶ
り
に
再
開
さ
せ

た
交
流
大
会
で
す
。
法
政
大
学

高
等
学
校
、
立
教
池
袋
高
等
学

校
、
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等

学
校
そ
し
て
会
場
と
な
っ
た
早

稲
田
大
学
高
等
学
院
の
４
校
に

よ
る
交
流
戦
は
、
ハ
ー
フ
ゲ
ー

ム
の
総
当
た
り
戦
で
行
い
ま
し

た
。
各
試
合
と
も
接
戦
で
と
て

も
良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
は
２
勝
１
敗
の
準
優

勝
で
し
た
。

部
員
た
ち
に
と
っ
て
は
貴

重
な
体
験
で
自
信
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。

バ
ス
ケ
部
は
、
誰
か
ら
も
応

援
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て

音
楽
部
は
夏
の
合
宿
で
全
バ

ン
ド
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
り
、

他
校
と
の
合
同
ラ
イ
ブ
等
で
切

磋
琢
磨
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
11
月
26
日
に

行
わ
れ
た
「
令
和
六
年
度
東
京

都
高
等
学
校
文
化
祭
軽
音
楽
部

門
中
央
大
会
（
第
17
回
東
京
都

高
等
学
校
対
抗
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
に
お
い
て
高
校
二

年
生
（
現
高
校
３
年
生
）
バ
ン

ド「Indexer/

イ
ン
デ
ク
サ
ー
」

が
見
事
に
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
東
京
都
高
等

学
校
軽
音
楽
連
盟
加
盟
校
か
ら

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
75
校
を
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
行
っ
た
予
選

を
通
過
し
た
24
バ
ン
ド
に
よ
る

決
勝
の
中
央
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
も
の
で
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
演

奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
で
の

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
は
賞
賛
に

値
す
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

都
の
高
文
連
軽
音
楽
専
門
部
が

推
薦
す
る
グ
ル
ー
プ
に
選
出
さ

れ
たIndexer

は
、
２
０
２
５

年
３
月
23
日
に
久
留
米
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
久
留
米
座
で
行
わ
れ
た

「
第
３
回
全
国
高
等
学
校
軽
音

楽
発
表
会
」
に
出
場
し
、
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！　

大
会

は
、
全
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
計

36
バ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
み
ご
と
全
国
ベ
ス
ト
８

相
当
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
他
校
と
の
合
同
ラ
イ

ブ
、
大
会
へ
の
出
場
等
幅
広
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

　

部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
高
校
か

ら
陸
上
競
技
を
始
め
た
初
心
者

で
、
ラ
イ
バ
ル
校
と
は
圧
倒
的

な
格
差
が
あ
り
ま
す
が
毎
日
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
少
し
ず
つ
成

長
し
、
東
京
都
で
は
例
年
16
位

以
内
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
８
月
31
日
と
９

月
１
日
に
東
京
都
高
等
学
校
新

人
陸
上
競
技
大
会
支
部
予
選
の

女
子
２
０
０
ｍ
で
は
１
年
生
の

　

３
年
６
組
の
佐
々
木
陸
さ
ん

が
、
こ
の
度
、
ラ
グ
ビ
ー
の
東

京
都
選
抜
チ
ー
ム
で
関
東
大
会

に
出
場
し
、
そ
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
関
東
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
８
月
に
長
野
県
菅

平
で
行
わ
れ
る
「K

O
BELCO

カ
ッ
プ
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
界
の
裾
野
を
広
げ

よ
う
と
始
ま
っ
た
合
同
チ
ー
ム

に
よ
る
高
校
生
た
ち
の
全
国
大

会
が
「K

O
BELCO

カ
ッ
プ
」

で
す
。
高
校
ラ
グ
ビ
ー
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
た
大
会
は
今
年

で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
引

き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
度
６
月
の
関
東
大
会
、

８
月
の
全
国
大
会
で
あ
るJapan 

Cup

で
は
、
い
つ
も
応
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
す
べ
て
の
人

を
元
気
づ
け
ら
れ
る
演
技
が
で

き
る
よ
う
に
引
き
続
き
部
員
一

同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

単
独
で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
部
員
不
足
の

高
校
に
所
属
す
る
選
手
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
を
経
験

し
た
選
手
た
ち
の
多
く
が
日
本

代
表
と
し
て
未
来
の
日
本
ラ
グ

ビ
ー
界
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
合
同
チ
ー
ム
の
日
本

一
を
目
指
し
て
真
夏
の
長
野
県

菅
平
高
原
で
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

頑
張
れ
佐
々
木
陸
選
手
‼

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
音
楽

部
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月
25

日
、
26
日
に
ル
ネ
こ
だ
い
ら
で

開
催
さ
れ
た
「
第
48
回
東
京
都

高
等
学
校
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
は
木
管
八
重
奏

と
金
管
八
重
奏
が
と
も
に
金
賞

を
獲
得
、
２
０
２
５
年
１
月
18

日
の
第
58
回
東
京
都
中
学
校
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
管
打
七
重
奏
が
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
の
集
大
成
は

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
交
え
て
演
奏
す
る

第
58
回
定
期
演
奏
会
で
し
た
。

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館
で
３
月

21
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
し
た

が
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

法
政
大
学
高
等
学
校
に
は
生
徒
会
を
は
じ
め
文
科
系

９
ク
ラ
ブ
、体
育
系
17
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

中
か
ら
抜
粋
し
て
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

だより
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第 11 回「同窓会ゴルフ大会」
開催のお知らせ

ゴルフ大会の案内状をご希望の方は同封の
はがきの「□第 11 回ゴルフ大会の案内状
を希望します」の□欄に ✓印をご記入の上
ご返送ください。
お申し込みをいただいた方には改めてご案
内状をお送りいたします。

︵
ク
ラ
ス
別　

50
音
順
掲
載
︶

２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
年
度
（（
２
０
２
５

２
０
２
５
年年
３３
月
卒
業
）

月
卒
業
）　

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介
（（
高高
　
期期
））

7777

１
組　

岡
田　

航
輝　

・
成
田　

真
百
合

２
組　

深
野　

莉
央　

・
矢
坂　

翼

３
組　

大
野　

椿
斗　

・
諸
橋　

朋
花

４
組　

大
野　
　

麗　

・
髙
橋　

泰
晴

５
組　

内
山　

陸
叶　

・
小
林　

舞
美

６
組　

伊
東　

香
莉
奈
・
金
村　

泰
熹

中
高
水
泳
部

中
高
水
泳
部

生生
徒徒
会会

　

豊
富
と
は
言
え
な
い
練
習

日
程
で
す
が
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
部
員
同
士
で
励
ま
し
合

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

第
74
回
三
鷹
市
民
体
育
祭

ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技
が

２
０
２
４
年
11
月
４
日
に
三
鷹

市
の
S
U
B
A
R
U
総
合
ス

澄
み
切
っ
た
空
の
遥
か
彼
方

へ
飛
び
去
る
白
球
。
と
て
も

如
月
と
は
思
わ
れ
ぬ
暖
か
な

日
差
し
の
下
、
２
０
２
５
年
２

月
20
日
。
千
葉
県
市
原
市
の

キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
第
10
回
法
政
大
学
高

等
学
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ

も
若
返
り
、
30

－47
期
が
20

名
を
占
め
、
最
年
長
の
５
期

（
89
歳
）
の
秋
山
さ
ん
か
ら

24
期
ま
で
の
70
歳
オ
ー
バ
ー
の

先
輩
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

27
名
の
同
窓
生
に
て
和
や

か
な
が
ら
も
壮
絶
な
争
い
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
優
勝
は

36
期
奥
野
さ
ん
。
準
優
勝

は
37
期
小
宮
山
さ
ん
が
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
と
共
に
獲
得
。
デ
ィ

フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
36
期
岩
本
さ
ん
は
、
実
力

【開催日】2026 年 2月19日（木）
【場　所】キングフィールズゴルフクラブ

千葉県市原市新巻 377
【会　費】
参 加 費 　3,000 円
プレー費  13,000 円
（キャディー・昼食費付）
（70歳以上の方はゴルフ場利用税が免除されます）

【申込先】
法政大学高等学校同窓会事務局
TEL 0422-79-6233

E-mail
hoseimemory@
ebony.plala.or.jp

を
発
揮
で
き
ず
ブ
ー
ビ
ー
に

甘
ん
じ
ま
し
た
。

　
「
自
主
自
律
」
の
精
神
の
も

と
、
委
員
会
活
動
や
行
事
運
営

を
生
徒
主
体
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
し
て
学
校
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
生

徒
、
教
職
員
、
保
護
者
で
対
等

に
議
論
す
る
三
者
協
議
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

の
法
政
大
学
「
自
由
を
生
き

抜
く
実
践
知
大
賞
」
で
受
賞
し

た
「
自
立
し
た
市
民
賞
」
は
、

こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

多
様
性
に
つ
い
て
も
学
び
ま

し
た
。
昨
年
８
月
に
は
、
法
政

大
学
Ｄ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
て
丸
山
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

「
性
の
多
様
性
」
の
講
義
を
受

け
、
２
月
に
は
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

理
事
（
現
総
長
）
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
つ
い
て
の
講
義
や
意
見

交
換
を
通
し
て
知
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の

生
徒
会
活
動
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
会
の
活
動
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
が
、
在
校
生
が

有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
、

楽
し
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
活

動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
賞
の
表
彰

後
、
最
後
は
髙
村

同
窓
会
会
長
（
18

期
／
法
政
大
学
応

援
団
第
44
期
団
長
）

の
リ
ー
ド
に
よ
り
、

全
員
で
校
歌
斉
唱
。

次
回
大
会
で
の
再
会

を
約
束
し
て
散
会
い

た
し
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、

２
０
２
６
年
２
月

19
日
（
木
）
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
に
て
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望

の
方
は
同
窓
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
お
申

込
み
を
い
た
だ
い
た

方
に
は
改
め
て
ご
案
内
致
し

ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

      （
組
織
拡
充
委
員
会
）

吉
岡
選
手
が
見
事
優
勝
、
前
日

に
行
わ
れ
た
１
０
０
ｍ
で
も
三

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
前

に
行
わ
れ
た
第
48
回
多
摩
地
区

大
会
で
も
３
位
に
入
賞
。
メ
ン

タ
ル
面
で
の
指
導
や
課
題
で
あ

っ
た
後
半
の
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド

維
持
を
果
た
す
な
ど
成
長
の
成

果
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
短
距
離
も
順
調
に
成

長
し
た
２
年
生
が
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
走
で
の
本
選
出
場
を
目
指

し
ま
し
た
。
結
果
は
０
・
５
秒

届
か
ず
本
選
出
場
は
な
ら
ず
で

し
た
が
大
き
な
自
信
に
つ
な
が

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
３
月
22
日
の
多

摩
湖
駅
伝
で
は
男
子
が
三
位
入

賞
、
初
心
者
ば
か
り
で
す
が
今

回
の
結
果
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
力
を
証
明
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
彼
ら
が
し

て
き
た
努
力
の
証
で
す
。

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
中
学
高
校
水
泳
部
10
名
に

コ
ー
チ
と
Ｏ
Ｂ
が
出
場
し
ま
し

た
。
普
段
練
習
し
て
い
る
プ
ー

ル
で
も
あ
り
、
部
員
の
頑
張
り

も
あ
っ
て
多
く
の
メ
ダ
ル
と
賞

状
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

中
で
も
高
校
二
年
生
の
北

嘉
多
選
手
は
１
０
０
ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ
で
大
会
新
記
録
を
樹

立
し
ま
し
た
。
今
後
の
自
信

に
つ
な
が
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
大
会
は
部
員
た
ち
が
慣

れ
た
会
場
で
開
催
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ

の
参
加
も
後
押
し
し
た
こ
と

も
あ
り
、
い
い
環
境
で
大
会
に

臨
む
こ
と
が
成
果
に
つ
な
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら

中
高
水
泳
部
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

第
10
回「
法
政
大
学
高
等
学
校

同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
催

5



6262
年
後
年
後
のの
音
楽
ラ
イ
ブ

音
楽
ラ
イ
ブ

田
中
清
司
さ
ん

法
政
一
中
時
代
に
憧
れ
た
先
輩
た
ち
と
の
共
演

ランタンでのライブの様子

日本を代表するドラマー
田中清司さん

「
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ
ン
＆
田

中
清
司
」
の
ラ
イ
ブ
が
、

２
０
２
５
年
１
月
18
日
に
神

泉
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
ラ
ン
タ
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
も
現

１
９
４
８
年
１
月
１
日

東
京
に
生
ま
れ
、
中
学
（
法

政
一
中
）
時
代
は
当
時
の
誰

も
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

巨
人
軍
の
長
嶋
選
手
に
憧
れ

た
野
球
少
年
で
あ
っ
た
。
中

学
３
年
の
東
京
都
大
会
で
は

第
３
位
に
な
り
、
４
番
を
打

つ
実
力
も
あ
っ
た
が
、
１
年

先
輩
の
田
淵
幸
一
さ
ん
（
元

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）
の
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
練
習
を
観
て
「
こ

れ
は
ダ
メ
だ
」
と
思
い
ド
ラ

ム
に
専
念
を
し
た
。
高
校
１

年
（
法
政
一
高
）
の
時
に
初

代
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
バ
ッ
ク
バ

ン
ド
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ

ア
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
そ
の
後
、
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ー
イ
ズ
や
グ
リ
ー
グ
ラ
ス

を
経
て
、
稲
垣
次
郎
と
ソ
ル

テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
に
加
入
。
間

も
な
く
、山
本
リ
ン
ダ
の〝
ど

う
に
も
と
ま
ら
な
い
〟
等
で

ス
タ
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る

と
、
70
～
90
年
代
に
掛
け
、

吉
田
拓
郎
・
井
上
陽
水
・
矢

沢
永
吉
・
長
渕
剛
・
南
こ
う

せ
つ
等
の
ロ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
ズ
・
山
口
百
恵
な
ど

の
ア
イ
ド
ル
、
北
島
三
郎
・

細
川
た
か
し
・
千
昌
夫
な
ど

の
演
歌
、
さ
ら
に
〝
名
探
偵

コ
ナ
ン
〟
な
ど
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
等
々
、
歴
史
的
名
盤
と

言
わ
れ
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

に
多
数
参
加
し
作
品
も
多
数

に
上
る
。
70
年
代
に
活
躍
し

た
井
上
堯
之
バ
ン
ド
、
80
年

代
に
活
躍
し
た
大
野
克
夫
バ

ン
ド
で
は
数
々
の
劇
伴
（
Ｂ

Ｇ
Ｍ
・
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
）

に
も
参
加
し
、〝
傷
だ
ら
け

の
天
使
〟〝
悪
魔
の
よ
う
な

あ
い
つ
〟
な
ど
、
テ
レ
ビ
史

に
残
る
楽
曲
で
も
田
中
清
司

サ
ウ
ン
ド
を
聴
け
る
。
一
方

で
、
南
こ
う
せ
つ
・
野
口
五

郎
・
長
渕
剛
・
渡
辺
真
知
子
・

萩
原
健
一
・
石
川
さ
ゆ
り
・

渡
哲
也
な
ど
な
ど
の
ツ
ア
ー

で
も
田
中
清
司
を
長
年
手
放

さ
な
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
多

数
い
た
。ロ
ッ
ク
を
中
心
に
、

歌
謡
曲
、
演
歌
等
々
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
膨
大
な
数
の

ラ
イ
ブ
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
に
参
加
し
、
日
本
の
ポ
ッ

プ
界
の
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン

を
支
え
て
き
た
の
が
田
中

清
司
で
あ
る
。

田
中
清
司
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は

２
０
２
４
年
11
月
発
売
の
ド

ラ
ム
専
門
誌
「
日
本
の
ス
タ

ジ
オ
・
シ
ー
ン
を
創
造
し
た

ド
ラ
マ
ー
達
」
に
冒
頭
35

ペ
ー
ジ
に
渡
り
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

役
で
活
躍
中
の
小
原
重
彦
さ

ん
・
山
縣
信
一さ
ん
（
15
期
）、

佐
藤
真
栄
さ
ん
（
16
期
）、

原
田
正
美
さ
ん
（
17
期
）、

田
中
清
司
さ
ん
（
18
期
）
の

皆
さ
ん
で
す
。

き
っ
か
け
は
田
中
清
司

さ
ん
の
記
事
が
ド
ラ
ム
専
門

誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
し

た
。
田
中
さ
ん
が
法
政
一

中
の
３
年
生
の
時
に
、
３
年

先
輩
の
皆
さ
ん
が
文
化
祭
を

前
に
バ
ン
ド
練
習
中
の
ド
ラ

ム
を
叩
い
て
い
る
姿
に
憧
れ

て
、
ド
ラ
ム
を
始
め
た
と
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

記
事
を
ご
覧
に
な
っ
た
ト
ッ

プ
ギ
ャ
ラ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
小

原
重
彦
さ
ん
か
ら
田
中
さ
ん

に
連
絡
が
入
り
、
今
回
の
ラ

イ
ブ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

当
時
、
ド
ラ
ム
を
叩
い
て

い
た
の
は
高
校
３
年
生
の
青

木
利
男
さ
ん
（
15
期
）
で
、

法
政
大
学
を
卒
業
後
は
バ
ン

ド
活
動
を
諦
め
、
航
空
業
界

に
進
み
J
A
L
の
機
長
に

な
っ
た
方
で
し
た
。
天
皇
陛

下
が
ご
搭
乗
の
際
に
も
操
縦

桿
を
握
っ
た
経
験
も
あ
る
そ

う
で
す
。
残
念
な
が
ら
青
木

さ
ん
は
10
年
前
に
亡
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
青

木
さ
ん
の
代
わ
り
に
田
中

清
司
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
り
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は

青
木
さ
ん
に
ド
ラ
ム
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
た
後
、
法
政
一

高
の
大
先
輩
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー

吉
川
＆
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
の

吉
川
さ
ん
（
９
期
・
本
名
板

岡
公
一
さ
ん
）
に
師
事
し
腕

を
磨
い
た
そ
う
で
す
。
ラ
イ

ブ
で
は
オ
リ
コ
ン
１
位
で

１
７
０
万
枚
の
大
ヒ
ッ
ト

曲
〝
青
春
時
代
〟
を
は
じ
め

15
曲
を
披
露
し
、
又
、
田
中

清
司
さ
ん
の
同
期
の
せ
ん
だ

み
つ
お
さ
ん
、
大
学
の
剛
柔

流
空
手
で
菅
元
首
相
の
先
輩

に
あ
た
る
斎
藤
鎮
さ
ん
も
加

わ
り
、
ト
ー
ク
と
歌
で
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
締
め
は
天
国

ま
で
届
け
と
、
田
中
清
司
さ

ん
の
気
持
の
こ
も
っ
た
力
強

い
５
分
間
の
ド
ラ
ム
ソ
ロ
で

ラ
イ
ブ
の
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
て
も
素
晴
ら

し
い
歌
と
演
奏
で
し
た
。

後
日
談
で
す
が
、
青
木
さ

ん
の
娘
さ
ん
が
こ
の
ラ
イ
ブ

の
話
を
聞
き
、
と
て
も
感
激

を
し
た
そ
う
で
す
。
青
木
さ

ん
は
機
長
を
勇
退
後
、
再
度

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
を
買
い
揃
え

挑
戦
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
長

い
間
操
縦
桿
を
握
っ
た
手
に

は
ド
ラ
ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
馴

染
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
注
」トッ

プ
ギ
ャ
ラ
ン
は
「
森

田
公
一
と
ト
ッ
プ
ギ
ャ
ラ

ン
」
で
有
名
で
す
が
、
ヨ
ド

バ
シ
カ
メ
ラ
の
〝丸
い
地
球

の
山
手
線
〟、
笑
点
の
〝
青

雲
〟、〝
明
治
ブ
ル
ガ
リ
ア

ヨ
ー
グ
ル
ト
〟、〝
東
京
メ
ガ

ネ
〟、〝
パ
ン
シ
ロ
ン
で
パ
ン

パ
ン
パ
ン
〟
等
々
１
０
０
曲

以
上
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
を
歌
っ

て
お
り
ま
し
た
。

（
18
期　

川
島
浩
二
）
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法政大学付属高校同窓会役員懇親会法政大学付属高校同窓会役員懇親会
第第3737 回回令

和
７
年
３
月
１
日
（
土
）

法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
つ
ど
ひ
」

に
て
第
37
回
法
政
大
学
付
属

高
校
同
窓
会
役
員
懇
親
会
が

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

が
幹
事
校
と
な
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
寒
さ
も
緩
み
、
春

を
感
じ
さ
せ
る
陽
気
の
中
、

法
政
大
学
か
ら
和
仁
達
郎
常

務
理
事
（
法
政
大
学
国
際
高

等
学
校
校
長
）
を
は
じ
め
、

校
友
会
の
来
賓
の
皆
様
他
、

48
名
が
出
席
し
終
始
和
や
か

な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

髙
村
嘉
昭
法
政
大
学
高
等

学
校
同
窓
会
会
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
中
村
寿

美
子
法
政
大
学
校
友
会
副
会

新
宿
区
・
市
ヶ
谷
駅
よ
り

徒
歩
５
分
ほ
ど
の
靖
国
通
り

に
面
し
た
場
所
に
あ
る
市
谷

亀
岡
八
幡
宮
に
伺
い
ま
し
た
。

靖
国
通
り
は
車
の
往
来
で
賑

や
か
な
場
所
で
す
が
、
都
心

の
喧
騒
か
ら
少
し
離
れ
た
静

か
な
高
台
に
あ
り
ま
す
。
石

階
段
を
昇
り
、
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
、
そ
の
先
に
は
静
け
さ

と
清
ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る

本
殿
が
静
か
に
佇
ん
で
い
ま

す
。
木
々
の
緑
が
豊
か
で
、

都
会
の
雑
踏
を
忘
れ
さ
せ
て

く
れ
る
よ
う
な
落
ち
着
い
た

空
間
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
こ

だ
け
は
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
、
穏
や
か
な
空
気
が
流

れ
て
い
ま
す
。
時
折
、
風
に

揺
れ
る
木
の
葉
の
音
が
響
き
、

参
拝
客
の
心
を
穏
や
か
に
し

て
く
れ
、
都
会
の
喧
騒
の
中

で
も
こ
こ
だ
け
は
別
世
界
の
よ

う
な
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ

る
場
所
で
す
。

今
回
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
は
市
谷
亀
岡
八
幡

宮　

18
代
目
宮
司
・
梶
謙
治

さ
ん
（
高
校
36
期
）
で
す
。

法
政
一
中
・
法
政
一
高
・
法

政
大
学
と
い
う
法
政
一
筋
で
あ

り
、
大
学
卒
業
後
は一般
の
企

業
に
就
職
を
し
た
の
で
す
が
、

長
の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、

細
田
泰
博
法
政
大
学
学
生
支

援
統
括
部
長
の
記
念
講
演
、

松
浦
麻
紀
子
法
政
大
学
中
学

高
等
学
校
校
長
（
当
時
）
の

ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
ス
タ
ー

ト
。
各
同
窓
会
か
ら
の
近
況

報
告
や
役
員
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
大
い
に
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は

迫
力
あ
る
法
政
大
学
応
援
団

演
舞
、
全
員
が
肩
を
組
ん
で

の
校
歌
斉
唱
で
締
め
く
く
り

強
い
絆
が
感
じ
ら
れ
る
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
法
政
大
学
第
二
高
等

学
校
同
窓
会
が
幹
事
校
と
な

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
フ
ラ
ッ
グ

の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

佐
藤
博
之
）

先
代
の
亡
父
よ
り
跡
を
継
い

で
欲
し
い
と
の
話
が
あ
り
、
神

職
資
格
の
取
得
を
す
る
た
め

に
退
職
を
し
た
そ
う
で
す
。

退
職
後
は
４
年
制
大
学

を
卒
業
し
た
神
職
子
女
が

神
職
資
格
取
得
を
目
指
し
、

指
導
神
職
を
養
成
す
る
課

程
の
あ
る
國
學
院
大
學
に
選

抜
試
験
を
経
て
入
学
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

通
常
は
大
学
４
年
間
で
学

び
取
得
す
る
単
位
を
１
年
間

で
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
、
か

な
り
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
こ
の
大

学
で
の
１
年
間
の
勉
強
は
梶

さ
ん
の
人
生
の
中
で
一
番
勉

強
を
し
た
と
い
え
る
う
ち
の

一つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
は
明
治
神
宮
・
伊
勢

神
宮
・
京
都
の
石
清
水
八
幡

宮
等
で
財
布
や
時
計
等
の
身

の
回
り
品
を
全
て
預
け
て
の

宿
泊
研
修
・
実
習
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
心
理
的
圧
迫

感
が
あ
る
中
で
体
調
不
良
に

な
っ
た
学
生
さ
ん
も
い
た
と
の

こ
と
で
、そ
の
数
年
後
の
研
修・

実
習
は
だ
い
ぶ
緩
や
か
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
梶
さ
ん
は
宮
司

に
就
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

法
政
一中
高
、
ま
た
大
学
在
学

中
か
ら
神
社
の
後
を
継
ぐ
そ

の
当
時
迄
、
先
代
か
ら
続
く

神
社
の
存
続
に
も
関
わ
る
問

題
な
ど
も
抱
え
て
お
り
、
か

な
り
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。「
そ
う
い
う
意

味
で
は
近
所
の
神
主
さ
ん
の
中

で
は一番
裁
判
経
験
が
豊
富
な

の
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）」
と

言
って
お
ら
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
解
決
し

て
落
ち
着
い
た
の
は
45
歳
位
の

頃
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
は
一
緒
に
社
務
を

行
っ
て
い
た
梶
さ
ん
の
お
兄
さ

ん
に
加
え
、
去
年
の
４
月
か

ら
梶
さ
ん
の
息
子
さ
ん
が
神

職
と
し
て
奉
職
、
研
修
期
間

中
で
は
あ
り
ま
す
が
３
人
で

運
営
し
て
お
り
、
週
休
２
日

で
の
体
制
を
維
持
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

梶
さ
ん
の
あ
る
一
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

午
前
４
時
30
分
~
６
時

　

朝
の
お
勤
め　

午
前
７
時
~

　

メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
等

午
前
９
時
~
社
務
所

　

ご
祈
祷
や
安
全
祈
願
等

午
後
か
ら
参
詣
者
対
応　

　

夕
方
の
拝
礼　

各
種
相
談

　

事
や
打
ち
合
わ
せ　

メ
ー

　

ル
チ
ェ
ッ
ク
等
で
18
時
30

　

分
位
ま
で

市
谷
亀
岡
八
幡
宮
は
氏
子

地
域
が
新
宿
区
の
８
分
の
１

亡
父
よ
り
跡
を
継
い
だ

18
代
目
宮
司

程
と
広
い
の
で
梶
さ
ん
は
町
内

会
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
等
を
と
り
な
が
ら
氏
子

地
域
、
そ
れ
以
外
の
地
域
や

神
徒
・
崇
敬
者
と
の
関
係
を

広
げ
て
地
域
の
活
性
化
等
に

寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
大
き

な
柱
と
し
て
心
が
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
都
心
部
の
問
題

点
と
し
て
定
住
人
口
の
減
少
・

流
動
化
に
よ
り
町
内
会
の
活

動
は
停
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
い
の
が
現
状
で
も
あ
り
、

現
在
の
宗
教
法
人
の
運
営
の

難
し
さ
も
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

梶
さ
ん
の
見
識
の
深
さ
、

話
を
聴
く
姿
勢
で
あ
っ
た

り
、
話
し
方
に
人
柄
の
良
さ

が
と
て
も
伝
わ
っ
て
来
ま
し

た
。
梶
さ
ん
は
神
職
、
H
P
、

Facebook

だ
っ
た
り
と
活
動

の
場
を
広
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

谷
亀
岡
八
幡
宮
に
皆
様
も
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
梶
さ
ん
は
今
年
10
月

開
催
予
定
の
「
還
暦
㊗
法
政

一
高
36
期
同
窓
会
」
の
幹
事

役
の一人
で
も
あ
り
、
36
期
生

の
参
加
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
参
加
希
望
の
問
い
合
わ

せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
高
37
期　

萩
原
光
博
）

梶　謙治さん梶　謙治
市谷亀岡八幡宮　18代目宮司
法政大学第一高等学校卒 36期生

活
躍
活
躍
すするる

卒
業
生

卒
業
生

O
B
訪
問
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2025年度 法政大学高等学校同窓会 役員名簿

楽しい時を創る
――同窓会では新スタッフを募集しています！

同窓会を楽しくするために一緒に活動していただける方を募集しております。
・参加して良かった、楽しかったイベントを一緒に考えてみませんか？
・女性による女性が楽しめるイベントを考えたり実行したりしてみませんか？
・何もないけど時間はあるので一緒にて楽しみたい方エントリーしてみませんか？

会員交流支援キャンペーン
同窓会員 15 名以上参加の交流会に
10,000円を支援します！
詳細は同窓会ホームページをご覧ください。
https://www.hoseikd.jp/campaign

「「
同
窓
会
奨
学
金
制
度

同
窓
会
奨
学
金
制
度
」」

▼こちらの
QRコードから
アクセスできます

　

同
総
会
費
の
収
入
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
つ

け
て
い
ま
す
が
、財
務
状
況
は
な
か
な
か

良
く
な
り
ま
せ
ん
。繰
越
金
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新
卒
業
生

の
入
会
金
だ
け
で
す
。今
年
度
は
会
費
納

入
に
関
係
な
く
、同
窓
会
会
報
は
同
窓
生
に

（一万
二
千
部
程
）を
発
送
致
し
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
は
、こ
の
状
況
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、今
年
度
も
同
窓
会
年
会
費

（
三
千
円
）の
お
振
込
み
お
よ
び
寄
付
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
込
用
紙
は
会
報
に
同
封
い
た
し
ま

し
た
。

　

同
窓
会
振
替
口
座
に
他
金
融
機
関
か
ら

お
振
込
を
い
た
だ
く
場
合
の
店
舗
番
号
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
財
務
委
員
長　

吉
岡
郁
典
）

同
窓
会
年
会
費
（
三
千
円
）

お
よ
び
寄
付
金
納
入
の
お
願
い

　銀行名：ゆうちょ銀行（9900）
　　店名：019店（ゼロイチキュウ店）
　　　　（支店番号 019）
預金種目：当座預金
口座番号：0076931
口座名義：法政大学高等学校同窓会

　

同
窓
会
奨
学
金
は
高
校
在
学
中
に
経
済
的
援
助

が
必
要
に
な
っ
た
生
徒
さ
ん
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
２
０
２
２
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
は
２
名
の
生
徒
さ
ん
へ
、

２
０
２
３
年
度
・
２
０
２
４
年
度
は
１
名
の
生
徒

さ
ん
へ
支
給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
さ
ん
か
ら
は
感
謝
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

ご
丁
寧
な
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

　

奨
学
金
は
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
を
原
資
と
し

て
毎
年
20
万
円
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
法
政
募
金
の
「
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓

会
奨
学
金
口
」
へ
拠
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
持
続
の
た
め
に
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お振込先

会報紙の送料高騰により、同窓会活動費の逼迫が確実視されるため、
今後発行数量を順次削減し、代替媒体としてホームページを活用する
方向で検討しております。
下記のQRコードまたはURLからホームページにアクセスしていただく
ことで、過去の会報と共に閲覧が可能です。
会報紙（従来の紙）をご要望される方は、同封の返信用はがきの

【会報紙「進取」の発送を希望します】に☑印を入れ、必要事項を
記入して返信してください。
（今回は1983年度～2022年度卒業の同窓生が対象です。それ以外の方 
には2026年度も従来通り発送されます。昨年既にお申し出の方は返信
不要です。）
ご理解ご協力のほど宜しくお願い致します。

　▶ホームページはこちらからご覧になれます。
　　https://www.hoseikd.jp

削減計画
・ 2025年（進取50号）　削減数量 3,000～4,000部（2022年度卒～2003年度卒）
・ 2026年（進取51号）　削減数量 約3,000部（2002年度卒～1983年度卒）
・ 2027年（進取52号）　削減数量 約1,500部（1982年度卒～1973年度卒）
・ 2028年（進取53号）　削減終了
・ 卒業後２年間は、同窓会活動の周知として会報紙を送付いたします。
・ 会費納入者・各年度クラス委員・送付希望者へは、従来通り送付いたします。

同窓会会報紙同窓会会報紙『『進取進取』』デジタルデジタル化化ののお知らせお知らせ
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